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アートから生まれた、新しい関係
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羽山まり子 MARIKO HAYAMA

特集

「アーッ子ちゃんがゆく！」
～アーツ前橋のひみつ～
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2010年女子美術大学大学院修士課程修了。大学院
時代に、わたらせ渓谷鐵道沿線で行われている
「WATARASE Art Project」に携わる。自分が関わった
社会から集めたエレメントをラッピング、刺繍などの
手法でつなぐインスタレーションを展開。「場と記憶
をつなぐ「関係」の形象化」を試みている。主な個展に、
「El Día de la Familia」（2019年、Escuela Normal 
Superior de México/メキシコシティ）「羽山まり子
展-マイホーム-」（2013年、LIXILギャラリー／東京）、
「複合回路vol4 羽山まり子展」（2010年、gallery α
M／東京）など。2011年「川口の新鋭作家展」最優秀
作家賞受賞がある。

�Ë�•�‡�“�  Mariko HAYAMA

1981年群馬県生まれ。2006年筑波大学大学院芸術
研究科洋画コース修了。主な個展に、2018年「森の奥、
そして -前編・後編-」（hpgrp GALLERY TOKYO、
東京）、2017年「森の奥、そして」 （アトリオン 秋田総合
生活文化館・美術館、秋田）など。主な受賞に、2015年
Tokyo Midtown Award 2015 優秀賞、2014年
LUMINE meets ART AWARD 準グランプリなど。
http://www.obanakenichi.com/
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2019年 1月 22日収録　聞き手：殿岡 渉

●オープンスタジオ
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滞在制作での成果発表やアーティスト
トークを行います。詳細はアーツ前橋
HPをご覧ください。
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INTERVIEW

SOMETHING NEW IMAGINED AT INTERSECTION OF MEMORY

－子どもの頃から絵を描かれていたんですか？
　幼稚園の頃から地元の絵画教室に通っていて、

その頃からずっと油絵を描いていましたね。油

絵が自分の生きる道だと思いながら大学まで進

んで、そして躓いたって感じです。

－その時に何か大きな変化が？
　やっぱりその時期に芸術に関するいろいろな

知識に触れて、油絵、いわゆる洋画と言われるも

のはもう古いんだと周りの人に言われて。やっ

ぱりもっと違うものに触れたいとか、自分とは

違う何かそういう存在になりたくて、ちょっと

無理しだしたんです。ちょっと流行ってるもの

とか、今売れてる人の模倣をしたり。そうする

中で自分のペースを狂わせて制作ができなくな

った時期がありました。21歳から29歳ぐらい

までは、自分が作りたいものがどんどんわから

なくなっていった時期でしたね。

－それが吹っ切れたきっかけは？
　子供が産まれたんですよね。妻の地元の秋田

県で里帰り出産をしたんですが、その期間、本

当に何もできない時間が1ヶ月ぐらいあって。

今までは苦しいながらもずっと何かしら作って

たんですけど、その時間は本当に空っぽの時期

だったんです。それで、妻と散歩しながら話を

したりしている中で、本当に何のきっかけもな

いんですけど、なんかもう違ったことやってみ

ようかなって急に思い立ったんですよ。別に何

かに出会ったとか、流れ星が落ちたとか、具体

的なきっかけはないんですけど。

　それから子供が産まれて、自分の家に帰って

彫刻を始めたのが転機かなって思います。それ

までは僕には油絵しかないっていう、子供の頃

からのアイデンティティみたいな考えで固くなっ

ていたのが、初めてそうじゃないものをやって

みようかなって思えて。

－それまで彫刻の経験は？
　全然やってなかったです。本当、急にですね。

とりあえずホームセンターに行って一番安く売

っていた木の塊を買ってきて、それをノコギリ

と彫刻刀で削りだしたのが最初です。彫刻刀も

本当に版画セットみたいな、あの彫刻刀で、自

己流で始めました。その前は描いても形になら

ずに終わっていたのが、削れば形に出てくるん

です。それが嬉しくて。たまたまその翌月に展

示があったのでそこに出したら意外と反応が良

くて自信がつきましたね。絵のほうも、もっと

水彩絵の具とか鉛筆とか、油絵から離れて違う

もので描こうかなって思い始めたのもその時期

です。

－この劇画タッチの作品は何の素材で描いてい
るんですか？
　墨とペンです。2017年にアメリカで展示を

する機会があった時に、こういう漫画、絵の連

続でストーリーが進むという方法でやってみよ

うと思ったのがきっかけでした。彫刻をやって

いると、形を作り出すのにノミや彫刻刀の跡が

細かく残るんですが、それが絵になった時に、

こういう細かなタッチの劇画調になったのかな

っていうのもありますね。僕の彫刻って割と刃

の跡が残るんですけど、それも油絵で筆の跡を

残したり隆起させたりっていう感覚が繋がって

きてるのかな。だから油絵の時と全く別のこと

をやってるっていうよりも、これは繋がってる

んだと思います。

－彫刻作品はカラフルで絵画はモノクロでも、
細部には共通したものがあるんですね。
　今はどういうメディアでも、それほど自分が

作ってきたものと離れないだろうな、嘘がなく

作れるだろうなと思うので、彫刻だとか絵画だ

とかってあんまり意識しないですね。それがど

う変わっていっても自分の足元からは離れない

だろうなと思うので。もしかしたらダンスを始

めるかもしれないし、手品をしたりするかもし

れないし、前橋で何かとんでもないことを始め

るかもしれないです。

－前橋では「辻」をテーマに作品を作ることを
考えているそうですが。
　やっぱり記憶の中で、ギュッと尖った道がぶ

つかり合う場所とか、その間に古めかしいお店

があるといった光景が、前橋をイメージした時

に真っ先に出てきたんですよ。辻はいろんな人

や物や事が行き交う場所で、いわゆる歴史のよ

うな、文字として残される物語だけではなくて、

もっと個人的ないろんな想いとか記憶を形作る

場所として、今回触れてみたんです。

－真鶴でも作品を制作中ですが、やはりその土
地に関係した作品なんでしょうか。
　そうですね。もう事前に下見をしてこれを作

ろうって思って、3ヶ月ぐらい準備して搬入し

たんですよ。でもなんか違うなって思って、全

部止めて、今作り変えてる最中なんです。やっ

ぱりどうしても現地を見たり、その場所に触れ

ると変化するものがいっぱいあると思っていて。

苦しいけど受け入れた方が良くなることが多い

んですよね。なので前橋でも出発は「辻」から

始まると思うんですけど、きっと変化していく

だろうなと思ってます。でもそれが滞在制作の

面白さなのかなとも思いますね。

－ご出身は千葉ですよね？
　はい。千葉県生まれ、埼玉育ち、東京在住です。

－アートに興味を持ったきっかけは？
　中学一年生の時に『アルジャーノンに花束を』

（ダニエル・キイス著）という小説を読んで感銘

を受けて、小説家になりたいと思ったんです。

それが高校一年生の時、クラスメイトの似顔絵

を絵画調に描いていたのをまわりのみんなが褒

めてくれて、そのうちの一人が「美大に行った

ほうがいいよ」と言ってくれたんですよね。そ

れで、自分には美術の才能があるのかもしれな

いと思って。小説家になるよりも美術のほうが

先に出来そうだと思って、美術を選びました。

－小説の影響が大きかったんですね。
　『アルジャーノンに花束を』って凄い小説で、

知的障害者のチャーリーという主人公が、脳の

手術を受けて IQが一気に高くなって、生活が

一変してしまうんですね。その中で、人の幸福

は何かとか、考えさせられるシーンがたくさん

あるんです。当時、そういう哲学的な問いは表

に出しちゃいけないことだと思っていたんです

が、それを表現したり、問うということをして

もいいんだと、その小説を通して知ったんです。

－当初の作品は空間を使った作品ですが、こう
いう表現に至った経緯というのは？
　大学2年生くらいまでは絵を描いていたんで

すけど、自分の内面的なものと他者を出合わせ

て、見た人にいろいろ考えてもらうということ

をやろうとしていたんです。でもやっぱり絵画

だとコミュニケーションの幅の狭さを感じてし

まって、もっと空間を使って体験ができるよう

な場を作りたいと思って、自然とインスタレー

ションという手法に変わっていきました。

－家具や日用品を作品に使う理由は？
　日常と乖離したものではなく、地続きにある

ものを作りたいなと思っていて。小説や映画で

も、悩んだり、問題を乗り越えたり、愛情を知っ

たりという経験を追体験できますが、そういっ

た構造を作りたくて。

－それらをラッピングするというアイディアが
いいですね。
　自分のルーツをテーマに作品を作ろうと思っ

た時に、自分の生まれ育った家庭のことを描く

うえでラップフィルムが合うなって思ったんで

すよね。自分が暮らしていた家にあったもの、

家庭を構成していた様々なものをラップでくる

んだ状態のイメージがパッと浮かんで、それを

作品にしたんです。この作品は不思議で、本来

は私の記憶の中にあるはずのものなのに、見た

人が自分の記憶を蘇らせてくれるんです。ラッ

プというフィルターを通して想起させているそ

れぞれの記憶は全く別でありながら、何かを共

有した気になったり、温かい気持ちになるとい

う体験があって、その時に「シンクロニシティー

／共時性」っていうテーマが生まれたんです。

－前橋で物語を集めるというプロジェクトを始
めた理由は？
　これは新たなチャレンジで、これまでは物に

込められた記憶を集めてきたんですけど、記憶

そのものを集めたいと思ったんです。物に込め

られた記憶だと、人と人との間に壁があって、

物というフィルターを通してじゃないと繋がれ

ない。それだけではなく、直接その人自身に繋

がりたいと思って。それで、直接の声や記憶を

集めるということを始めました。

－滞在制作で行ったピクニックプロジェクトも
その一つですね。
　そうですね。2か月の滞在中に、街の人から

物語を集めるために始めたんですけど、このプ

ロジェクト自体が面白い広がりを見せてくれて、

独立した作品のようになっています。初めて会

う人たちと一緒にピクニックをして最後に写真

を撮るんですが、70人くらいは参加したんじゃ

ないかと思います（註：滞在制作終了時に100

人達成）。いろんな人の人生や記憶が集まってい

くと同時に、このプロジェクトの面白いところ

は、知らない人同士が自分のルーツを話し合う

ことによって交流が生まれて、その後もSNS上

で会話が続いたりと、マイクロコミュニティー

が生まれてくるんです。

　ピクニックをしようと思ったきっかけは、前

橋の街には小さいコミュニティーがたくさんあ

りますが、他所者である私がいろんな人たちと

ピクニックをすることで、普段は混じり合わな

いコミュニティー同士がお互いのことを知った

り興味を持ったり、そこで関係性が生まれると

いうことが、自分なら出来ると思ったんです。

この出張ピクニックを続けていくことで、表に

出てこないようなコアな人たちとも出会えたら

面白いだろうなと思っています。

尾花賢一 Kenichi OBANA

THE SYNCHRONICITY OF LOOSELY CONNECTING PEOPLE

羽山まり子 Mariko HAYAMA

記憶の交差する場所で
新たに生まれてくるもの

《どこでもPicnic Project @ハラサワコレクションVOL.7》
2018

《肉体へ回帰せよ》 2012  Photo by ken Kato

《森の奥、そして》2017年、インク・ワトソン紙、作家蔵
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2018年 11月 1日収録　聞き手：殿岡 渉

人々をゆるやかにつなぐ
シンクロニシティー
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開館時間：11:00 ～ 19:00（入場は 18:30 まで）
休館日：水曜日
会　場：アーツ前橋 地下ギャラリー
観覧料：一般500円／学生・65歳以上・団体（10名以上）300円／高校生以下無料
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主　催：アーツ前橋、読売新聞社、美術館連絡協議会
共　催：福岡アジア美術館
協　賛：ライオン、大日本印刷、損保ジャパン日本興亜、日本テレビ放送網
後　援：上毛新聞社、朝日新聞社前橋総局、毎日新聞前橋支局、産経新聞前橋支局、東京新聞前橋支局、共同通信社前橋支局、時事通信社前橋支局、
　　　　NHK前橋放送局、群馬テレビ、FM GUNMA、まえばしCITY エフエム、前橋商工会議所
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アーツ前橋 展覧会情報

まちなかイベント情報

反町潤 個展 「can you see it? vol.3 
UNSPOKEN WORDS」
3月 16日［土］17日［日］18日［月］
　　23日［土］24日［日］12:00 - 19:00
map前橋“市民”ギャラリー
�I�U�U�Q�������X�X�X���G�B�D�F�C�P�P�L���D�P�N���N�B�F�C�B�T�I�J�B�S�U�Q�S�B�D�U�J�D�F��

前橋文学館企画展
「おばあちゃんのほっこりごはん
 野村たかあき展」
1月 26日 ［土］ － 4 月 7日［日］ 9:00 - 17:00
前橋文学館 3階オープンギャラリー

第三回 文学フリマ前橋
3月 24日［日］ 11:00 - 16:00
前橋プラザ元気 21　１階　にぎわいホール

www.ar tsmaebash i . jp
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闇に刻む光　アジアの木版画運動 1930s-2010s

レオニーリョ・オルテガ・ドロリコン（フィリピン）
《農園のなかで》

2014年　福岡アジア美術館蔵
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にしのあきひろ 絵本ギャラリー
「えんとつ町のプペル ひかる絵展 in 群馬」
3月 16日［土］ － 31 日［日］
平日：10:00 - 18:00　土日祝：10:00 - 19:00
前橋芸術文化れんが蔵

¶ �� �� �� �ò	t �z�Õ�Ä�Æ�Ü�z�ó�Ó �z�Ñ�Ÿ�ï�å�ï�Å �z�Ç�á�”

�ä�”�«�s�r
H�„�¤�•�›	n�”�2�a�q�U�•�œ�U���p�‰�5

�^�•�‡�b�{�Ö	Ô�‰�•������ ���¢�¤�¶
\�‡�p�Á�‰�£



Keren BENBENISTY  UntitledISSUE 16


